
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度

（評価）
実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○校内研究を軸とした主体的・対話
的で深い学び

○「桜岡スタイルでの授業におい
て、学習形態・道具・場所を児童に
提示し、授業改善に努めた。」と回
答した教職員が80％以上→学校評価
教職員アンケート
〇「様々な学習形態・道具・場所を
使って課題について考えることがで
きている。」と回答した児童80％以
上→学校評価児童アンケート

・すべての授業で、「めあて」「見
通し」「考えよう」「まとめ」「振
り返り」を意識して「桜岡スタイ
ル」での授業実践に取り組む。
・学習の終わりに、振り返りの視点
を示し、学んだことや学び方を振り
返らせる。
・各学年で、指導案検討を行うこと
で、授業力を向上させるよう取り組
む。

B

・年度初めに「桜岡スタイル」について
全職員で共通理解を図った。また、板書
カードを活用し、学習活動の流れについ
て児童に意識付けをすることができた。
・振り返りの観点を明確にし、観点に
沿って振り返りができるよう掲示物や振
り返りシートを作成した。２学期以降に
活用し、視点にそった振り返りができる
ようにしていく。

A

・年間の校内研究を通して、児童が学習
形態・学習道具・学習場所の選択肢を選
べるような授業作りを行うことができ
た。（学校評価アンケート：児童８７％,
教師８７％）
・振り返りの観点を明確にし、観点に
沿って振り返りができるように作成した
振り返りシートを活用することで、視点
にそった振り返りができた。

A

・十分に成果が認められる。
・児童、教師ともに高い達成率で素晴ら
しい。

※かしこい子プロジェク
ト
・研究主任

○児童の基本的な学習習慣の育成 ○｢『立腰』と『か・つ・お』を共に
守れた｣と回答した児童が８５％以上
→学校評価児童アンケート

・学習規律定着のために、「立腰」
のやり方を全校で統一し、学習の構
えをつくる。
・「か・つ・お」の合言葉を掲示物
として各学級に配布することで、児
童が落ち着いて学習に向かう意識づ
けを行う。

B

・全校で「立腰」のやり方を統一したこ
とで、昨年度より学習に臨む姿勢を意識
付けすることができている。
・「か・つ・お」の合言葉を各学級に掲
示しているが、まだ十分ではない。再度
呼びかけを行うなど、継続して指導を続
けていく。

B

・「立腰」の方法を全校で統一し、それ
が児童に定着したことで、毎時間の授業
開始にすばやく意識を向けることができ
た。
・学校評価アンケート結果から「立腰」
「かつお」ができていると答えた児童は
約80％となっており、目標の85％には
到達できなかった。引き続き指導をして
いく必要がある。
・振り返りのタイミングや方法は、各学
級の裁量によって異なるが、今年度作成
した「ふりかえ～るくん」の活用によっ
て振り返りの視点をもち、自分の言葉で
振り返ることができる児童が増え、アン
ケートの結果も81.8％と高かった。

A

・姿勢の指導がしっかりとできている。

※かしこい子プロジェク
ト

●児童生徒が、自他の生命を尊重す
る心、他者への思いやりや社会性、
倫理観や正義感、感動する心など、
豊かな心を身に付ける教育活動

○「自分にはよいところがある」と
答えることのできる児童80％以上。

・「心を考える日」に人権教室を３回、人
権集会1回を実施することにより、人権週
間の充実を図る。
・道徳教育やいのちの学習を通して、自
他の生命を尊重する心を育てる。

B

・人権学習や命の学習、及び平和学習を、単
発学習でなく、計画的に、継続して全学年で
取り組み、人権意識の向上を図ることができ
ている。
・児童の感想を掲示し、全校の学びを共有し
たり、振り返ったりできる環境づくりに努め
た。

A

・年３回の人権教室と年２回のいのちの学
習、人権週間に合わせた、講師招聘による人
権集会や全校人権標語等を年間計画に沿っ
て取り組むことができた。
・８２％の児童が「自分にはよいところがあ
る」と回答しており、目標を達成することがで
きた。
・今後も学年に応じた絵本の読みきかせや
人権学習を通じて、いのちや人権について考
える機会を設定し、自己肯定感の向上に努
めたい。

A

・自分のよい所を見つけられているが多
くなり、うれしいです。また、先生方に
も認めてもらっていたと思ってよかっ
た。
・多くの子どもが自己有用感を高めるこ
とができている。そうでない子達への個
別的な取り組みをお願いします。

※やさしい子プロジェク
ト
・人権・同和教育担当
・教育相談担当
・道徳教育

●いじめの早期発見、早期対応に向
けた取組の充実

○学校評価アンケートの保護者のい
じめの対応についての評価を９０％
以上にする。

・いじめアンケートやすっきりにこ
にこアンケート等を通して児童の状
況を把握し、問題のある事象に対し
て聞き取り等を行うことで、いじめ
の未然防止、早期発見、早期対応に
努める。

B

・児童や保護者のアンケートをもとにし
たり、担任の日常の観察などから、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応に心
がけている。また、いじめ問題の対応に
ついても、研修を計画している。 A

・学校評価の保護者アンケートで、「い
じめの早期発見、早期対応ができてい
る」の項目で、９０パーセント以上が肯
定的なできているという回答となり、昨
年の値より良くなった。
・いじめについての研修も計画通り行っ
た。

A

・いじめの認知件数も増えており、早期
発見及び早期解決ができている。
・いじめを受けている子が自分で先生に
言えていますか？
・向上できているので良好。

※たくましい子プロジェ
クト
・生活指導担当

●児童生徒が夢や目標を持ち、その
実現に向けて意欲的に取り組もうと
するための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認
めてくれていると思う」と回答した
児童生徒85％以上→学校評価児童ア
ンケート
●「将来の夢や目標を持っている」
について肯定的な回答をした児童生
徒85％以上→学校評価児童アンケー
ト

・「生徒指導の３機能」を意識し
た、自分で考え、選択し、決定した
ことを伝え合い認め合う授業・活動
を実践する。
・学校生活における教職員からの声
かけを積極的に行うことで、自分や
友達を多面的・肯定的にとらえる機
会を作る。
・地域の方との交流、体験活動、学
校行事等でキャリアパスポートを活
用し、活動に対する目標や振り返り
を計画的に設定する。

B

・学校行事や委員会活動、児童会活動を
通して、児童の「出番・役割・承認」を
意識した取り組みを継続していく。
・桜カードの掲示や放送にプラスして、
児童間で互いを多面的・肯定的にとらえ
る「スマイルカード」を２学期から実施
していく。
・学期の始めと終わりや行事の前後など
では、目標設定と振り返りを行った。児
童自身が達成感や自己有用感を感じられ
るように、今後もキャリアパスポートを
活用していく。

A

・学校評価アンケートの結果より、「先
生はあなたのよいところを認めてくれて
いると思う」について肯定的な回答をし
た児童は83%であった。また、「将来の
夢や目標をもっている」について肯定的
な回答をしている児童は90%であった。
学校行事や委員会活動、児童会活動を通
して、活躍の場を設け、その後褒めたこ
とで児童の自己有用感が高まり、さらに
がんばろうとする次への意欲を高め、成
りたい自分像をもたせることに繋がっ
た。

A

・自己有用感を高めることができ、90％
の子が夢や目標を持つことができている
のは素晴らしい。

※かしこい子プロジェク
ト
・児童会活動担当
・委員会活動担当

●「運動習慣の改善や定着化」 ●授業以外で運動やスポーツを行う
時間が１週間で４２０分以上の児童
75％以上

○共遊（学級・学年間交流）の時間
を計画的に実施し、外で遊ぶ楽しさ
を実感させる。
○自力登下校や休み時間に遊ぶこと
を促すような声をかけ、体を動かす
習慣化を意識させる。

B

・１学期は、雨天のため遠足が中止。ま
た、熱中症対策のため外での異学年交流
の回数が少なくなってしまった。
・２学期には運動会を中心として異学年
交流を計画的に行っていく。自力登校や
外遊びを促すことで体力向上や体づくり
を図ることを目的とした取り組みを11月
に設定している。

A

・授業以外で運動やスポーツ、外遊びを
行う時間が、平均して１日あたり60分を
超える児童が80％であった。また、
「Let's運動・外遊び週間」の設定や運動
委員会の外遊びのイベントを開催するこ
とができた。

A

・しっかりと運動時間がとれている。
・もっと頑張ってもらいたい。

※たくましい子プロジェ
クト
・体育主任

●「安全に関する資質・能力の育
成」

●児童生徒の交通事故を０（ゼロ）
にする
○避難訓練や安全教室等を計画的に
実施し、登校している全児童と全職
員が避難訓練や安全教室等に参加す
る。
〇食物アレルギーを有する児童の誤
食等の事故や、食に関する事故発生
を０（ゼロ）にする。

○交通安全教室を実施し、正しい道
路通行と自転車運転について体験さ
せたり、講話視聴をさせたりする。
○下校後と長期休業前は、防犯ブ
ザーの携帯と自転車運転時のヘル
メット着用を呼びかける。
○水難時引き渡し訓練と不審者避難
訓練と火災避難訓練をそれぞれ年間
１回以上実施する。
〇AEDやエピペン等の職員研修を行
い、危機管理に対する共通理解を図
る。

B

・交通安全教室を実施し、正しい道路通
行と自転車運転について体験させたり、
講話視聴を実施した。
・下校後と長期休業前は、防犯ブザーの
携帯と自転車運転時のヘルメット着用を
呼びかけたが、防犯ブザーの携帯率が低
く、啓発の継続が必要である。
・水難時引き渡し訓練と不審者避難訓練
と火災避難訓練をそれぞれ年間１回以上
実施することができた。
・AEDやエピペン等の職員研修を行い、
危機管理に対する共通理解を図ることが
できた。

B

・児童生徒の交通事故を０（ゼロ）にで
きた。
・避難訓練や安全教室等を計画的に実施
し、登校している全児童と全職員が避難
訓練や安全教室等に参加した。
・食物アレルギーを有する児童の誤食等
の事故や、食に関する事故発生を０（ゼ
ロ）にできた。
・自転車のヘルメット着用率が69.9%と
帰宅後の防犯ブザー携帯率が4.3%と低
く、児童への安全意識を向上させる必要
がある。

B

・セーフティーネット会議をしっかり行
い、事故０という素晴らしい結果につな
がっている。
・交通事故０は、日頃の学校や地域の方
の指導があってのものだと思う。
・ヘルメット着用は、見た目では少なく
思う。
・もっと安全意識を向上させるように努
力すること。

※たくましい子プロジェ
クト
・安全担当

●業務改善・教職員の働
き方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等
時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在
校等時間の上限を遵守する。
●年間20日の年次休暇のうち、職員
１人当たりの年次休暇の取得日数14
日以上

・毎週金曜日を退勤促進日に設定
し、17時30分までの退勤とする。併
せて月曜日から木曜日までを１９時
までの退勤とする。
・年間において月平均時間外在校時
間４５時間以内の職員を８０％以上
とする。
・全職員で業務改善策を検討し、ボ
トムアップ方式での取り組みを推進
していく。

B

・7月時点で、月平均時間外在校時間45
時間以内の職員は、79%程度である。現
時点では、昨年度よりも改善傾向にある
ため、引き続き取り組みを進めていく。
・８月22日時点で、職員１人当たりの年
次休暇の取得日数の平均は、9日程度で
ある。
・職員の意見をもとにした校内安全衛生
委員会を開催し、業務改善への取組につ
いて共通理解ができた。

B

・職員一人あたりの月平均時間外在校時
間は、前年度と比較すると7.3時間少な
い状況であった。アンケートで、94％の
職員が取組について達成できたと回答し
ている。また、市内の小学校平均値と比
べると、超過勤務時間が2.6時間少ない
状況となっている。引き続き職員からの
意見を集約しながら、業務改善に取り組
んでいく。
・12月31日時点で、職員１人当たりの
年次休暇の取得日数の平均は、14日程度
である。(34人中16人が14日以上取得）

B

・先生方の業務時間はいつも気になって
おります。
・前年度と比較し、時間外在校時間を減
らせているのは素晴らしい。
・効率をよくして。

・教頭
※校内労働安全衛生委員
会(多忙化対策委員会）

●特別支援教育の充実

○特別支援教育に対する教職員の知
識・理解の更新、向上

○見守りたい子の情報共有を児童の
支援に生かせたと回答した教員が９
０％以上

○多様な学びの場を保障できたと回
答した教員が８０％以上

・特別支援教育の研修を講師を招聘
して行い、教員の専門性を高める。
・特別支援学級を学年グループに配
置し、学年の連携を図る。
・年度初めに特別支援教育に関わる
教室の環境を整える。
・校内支援委員会を通して、多様な
学びの場を提供し、個に応じた支援
をする。

B

・7月に講師を招聘し「アンガーマネジ
メント」についての校内研修を行い、2
学期に生かせる研修ができた。
・特支担当者で役割分担し、各学級の環
境作りを行うことができた。今後も月1
回の特担者会で研修や共通理解の場を持
つようにする。
・個人面談を受けて校内支援会議や支援
委員会を開き、学びの場について協議し
ていく。

A

・拡大支援委員会や、特別支援担当者を
中心にした各学年での取り組みを通し
て、「見守りたい子の情報共有を児童支
援に生かせたとする教員が９０％以上」
を達成できた。
・学びの場の保障については、関係機関
との連携を計画的に進めて、児童本人・
保護者が安心して次年度を迎えられるよ
うな体制づくりが今後も必要である。

A

・支援学級が増えて大変ですが、今後も
よろしくお願いします。
・手厚いしっかりとした特別支援ができ
ている。

※やさしい子プロジェク
ト
・特別支援教育コーディ
ネーター

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度

（評価）
実施結果 評価 意見や提言

教育相談体制の構築及び
充実

○悩みを抱える児童の困り感を共有
し、対応できる体制の構築

○「心配なことや困っていることを
相談した」と回答した児童のなか
で、先生に相談した児童が7０％以上

〇「保護者や児童にとって、困って
いることを相談しやすい環境をつく
れた」と回答した教員が８０％以上

○覚知した児童の状況について管理
職や教育相談担当、担任等と情報共
有を行う体制の整備、構築。
・（年３回）すっきりにこにこアン
ケートの実施。
・「見守りたい子」の共有。
・ＳＣ、ＳＳＷ、ＳＳF、支援セン
ター等との連携。
・困り感をもつ児童が安心して過ご
すことができる居場所づくり。

B

・毎月の生活指導会で「見守りたい子」
を情報共有し、全職員で支援や対応の方
法を考え、児童理解を深めることができ
た。
・ＳＣやＳＳＷ、小城市子ども支援セン
ターなどの外部機関と密に連携を行い、
多方面から個に応じた相談体制作りを行
うことができたため、2学期以降も引き
続き、学校組織として取り組んでいく。
・登校しぶりの児童や困り感を持つ児童
の対応に支援室を活用した。

B

・不登校や不登校傾向の児童に対して、
校内支援室やその運用、その他の居場所
づくりについて、全職員で話し合い、協
力して取り組むことができた。その結
果、不登校児童または不登校傾向児童の
大半が、別室登校や時間外登校などいろ
いろな登校パターンで学校に通うことが
できた。「多様な学びの場を提供でき
た」と回答する職員は98％だった。
・「困ったときに先生に話す」児童が約
60％で課題があり、定期的な児童用アン
ケートや担任への調査によって、不安を
もつ児童について全職員で情報を共有
し、素早い対応を心掛けた。職員間の相
談しやすい雰囲気は92％、保護者は
87％であった。

B

・職員、保護者間の相談しやすい雰囲気
づくりはできている。
・子どもへも、いつでも先生に相談して
よいと周知できるようにすることが大
事。
・大変デリケートな問題であるので、今
後の課題と思われる。
・不登校の子どもさんへの対応はうまく
いっていますね。

※やさしい子プロジェク
ト
・教育相談担当

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

学校名 小城市立桜岡小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

５　総合評価・
　　次年度への展望

教育活動推進のための３つの重点の①については、「授業がわかる」と回答した児童が９０％を超え、「桜岡スタイル」での授業実践を達成できた教職員が８５％を超えている。また、学校のいじめに対する取組については保護者から９５％と肯定的な評
価をいただいた。②については、人権集会、いのちの学習、人権教室などの人権学習を計画的に取り組むことができた。児童アンケートの「自分にはよいところがある」と回答した児童も82％となり目標値を達成することができた。③については、あら
ゆる教育活動において教職員が支え合いながら教育実践に取り組むことができた。ストレスチェックでは同僚性が高く、上司からの支援も多い職場であるとの結果が出た。このことがすべての実践の基盤となっている。今後も本校の教職員集団としての良
さや教職員一人一人の強みを生かしながら、課題解決に向けて取組を進めていく。

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度
　　評価結果の概要

全体指標「自分には、よいところがあると思う」と回答した児童が７９％と目標値には至らなかったが、「先生はあなたのよいところをほめてくれる」については、前年度よりも伸びた。引き続き、児童の自己肯定感や自己有用感を高めるような取組
を実施していく。教育活動推進のための３つの重点については、どの項目についても８５％以上の成果を上げることができた。「授業がわかる」と回答した児童が９０％を超え、「桜岡スタイル」の授業実践が確立してきている。今後は、校内研究
（指導の個別化）をさらに充実させていくことや教職員の業務改善について職員から意見を集約しながら、できることから進めていく。

２　学校教育目標 やさしく、かしこく、たくましく　笑顔の花咲く　桜っ子の育成
～すべては子ども達の自信のために～

３　本年度の重点目標 一人一人の教職員が、学校教育目標の実現に向けての意識を高く持ち、児童の「自己有用感」を高める取組を推進する。
《教育活動推進のための３つの重点》①教職員の協働意識・体制の向上（認め合い・支え合う職員集団）②子どもが自ら学びたくなる授業作り、「生徒指導の三機能」の実践③子どもの困り感に寄り添う支援、やさしい子を育む指導の充実

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である


